
金竜小学校に仲間入りです！ ～１年生～         
 １年生 担任   

入学して間もない頃は、まだまだ緊張した様子の１年生の子供たちでしたが、少しずつ学校生活にも慣れ、日々

意欲的に学習に取り組んでいます。４月１２日（月）には対面式を行い、全校児童に挨拶し、その後初めて全校

朝会に参加しました。２１日（水）には、「１年生を迎える会」がありました。その中で、担任が一人ひとり呼名

し、返事をする場面がありました。どの子も、緊張しながらも元気よく立派に返事をすることができました。そ

の後２～６年生の上級生から金竜小学校のことをたくさん教えてもらい、１年生はお礼の言葉として、音楽に合

わせてお礼のメッセージを披露しました。振り返りでは、「〇年生の出し物が楽しかった。」や「花のアーチがき

れいだった。」「６年生がかっこよかった。」「自分が担当している文字をちゃんと 

出せてよかった。」などの感想が聞かれました。特に、入学してから毎日、朝の 

支度のお世話や給食準備のお手伝いをしてくれる６年生に対しては、いっそう 

あこがれの気持ちが高まったようです。 

入学してからまだ１か月という短い時間しか経っていませんが、様々な経験を 

通して少しずつ成長してきました。もう立派な金竜小の一員です。これからの成 

長も楽しみです。 

金竜だより 

日々の積み重ねの先に 
副校長  田中 路子 

 

 ４月６日より学校が始まり、子供たちが元気に登校してきたこと、とても嬉しく思います。春休みの２週間が過ぎ、

学年が一つ上がったことで子供たちの意識も向上し、やる気が目線や態度に現れ、どの学年も素晴らしいです。初めて

の気持ちを維持し続けるということは難しいことではありますが、続けることが一人一人の成長にもつながっていきま

す。子供たちの成長につながる学校という学ぶ場を守るため、今年度も頑張ろうと改めて思いました。 

 先日、ある病院の新型コロナICUの看護師を３か月密着取材したテレビ番組が放送されていました。「医療現場が崩

壊している」という言葉はよく聞きますが、実際の状況を目にし、かなりの衝撃を受けました。最初は症状が軽かった

方の状態が急激に変化し、お亡くなりになってしまったり、先が見えない状況で心身ともに張り詰めた状態で勤務して

いるため、看護師の方も不調をきたし、人員はつなぎつなぎで日々を何とか送っていたり…。私達が日常生活を送る中、

想像もできない日常を送り頑張ってくださっている医療従事者の皆様の努力を見て、頭が下がる思いでいっぱいでした。 

 このような状況の中、自分ができることは何だろうと改めて考えました。病院の方にいつも感謝の気持ちをもつこと、

３密を避け、不要不急の外出を控えること、こまめな手洗い、部屋の換気をすることなど、普段言われていることです

が、感染対策を心がけて生活することで、感染拡大防止につながり、医療現場の方の負担を減らす一人になることがで

きるのではないかと思いました。 

東京都でも緊急事態宣言が発出されました。変異ウイルスは子供たちへの感染率も高く、心配されるところです。学

校でも引き続き感染対策をしていきますが、毎日安全に健康に過ごすためには、やはり毎日の検温・消毒・行動の振り

返りなど、学校だけでなく日々の活動の積み重ねが大切であると思われます。御家庭での感染対策についても今一度見

直し、話題にしていただけますと幸いです。 

自分の命、家族の命、大切な方の命を守るため、どうぞ連休中も健康に気を付けてお過ごしください。 

令和３年  ４月 ３０日 
台東区立金竜小学校 
TEL３８７１－９８９３ 
ホームページ           

https://taito.ed.jp/swas/index.php?id=1310230 

 

https://taito.ed.jp/swas/index.php?id=1310230

